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  （百万円未満切捨て）

１．2019年3月期第2四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年9月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年3月期第2四半期 5,965 △8.6 △156 ― △128 ― △92 ― 

2018年3月期第2四半期 6,528 17.4 31 ― 54 ― 38 ― 
 
（注）包括利益 2019年3月期第2四半期 △37 百万円 （―％）   2018年3月期第2四半期 93 百万円 （―％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年3月期第2四半期 △10.88 ― 

2018年3月期第2四半期 4.49 ― 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年3月期第2四半期 9,729 5,629 57.9 

2018年3月期 10,270 5,807 56.5 
 
（参考）自己資本 2019年3月期第2四半期 5,629 百万円   2018年3月期 5,807 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年3月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00 

2019年3月期 ― 4.00      

2019年3月期（予想）     ― ― ― 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 
(注) 2019年3月期の期末配当予想につきましては、当社株式は2018年9月26日付で上場廃止となっているため、配当予想
の発表を控えさせていただきます。 
 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期2Ｑ 8,968,960 株 2018年3月期 8,968,960 株 

②  期末自己株式数 2019年3月期2Ｑ 429,949 株 2018年3月期 429,868 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期2Ｑ 8,539,054 株 2018年3月期2Ｑ 8,539,092 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1.当社とコムシスホールディングス株式会社（以下、「ＣＨＤ」といいます。）は、2018年5月8日開催のそれぞれの

取締役会において、2018年10月1日を効力発生日として、ＣＨＤを株式交換完全親会社、当社を株式交換完全子会社

とする株式交換（以下、「本株式交換」といいます。）を行うことを決議し、2018年5月8日に同社と株式交換契約

（以下、「本株式交換契約」といいます。）を締結いたしました。 

 本株式交換は、当社については、2018年6月28日開催の当社の定時株主総会において本株式交換契約の承認を得て

おり、2018年10月１日を効力発生日として行われております。 

 また、本株式交換の効力発生日に先立ち、当社の株式は株式会社東京証券取引所（以下、「東京証券取引所」とい

います。）において2018年9月26日付で上場廃止（最終売買日は2018年9月25日）となっております。 

2.「2019年3月期第2四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。 

 



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 7

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 8

 

- 1 -

北陸電話工事株式会社(1989) 2019年3月期 第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の成長が続く中で輸出は増加基調にあります。国

内需要の面では企業収益が過去最高水準で推移する中で設備投資は増加傾向を続けており、また個人消費も雇

用・所得環境の着実な改善を背景に増加しており、景気は緩やかな拡大を続けています。

 情報通信分野においては、ブロードバンド化、グローバル化、スマートフォンやタブレット等の端末の多様化

が進展し、利用者ニーズの高度化・多様化とともに固定通信と移動通信との融合、さらには通信と放送の融合に

よる多彩なサービスが拡大しつつあり、当社グループを取り巻く環境は大きく変化しています。

 このような状況の中で、当第２四半期における当社グループの受注高は、ＮＴＴ設備事業では設備更改等工事

が増加したもののフレッツ系光工事や光ケーブル工事で減少しました。また、ＩＴソリューション事業では大型

のソフトウェア開発案件が減少しましたが、社会システム関連事業では高速道路ＣＣＴＶ工事や電線共同溝工事

が増加し、受注高全体では69億5千4百万円（前年同期比1.0％増）となっております。

売上高は、ＮＴＴ設備事業ではフレッツ系光工事の鈍化や光ケーブル工事、移動体通信基地局工事で減少した

ものの設備更改等工事で増加しました。社会システム関連事業では電線類地中化工事で増加したものの防災行政

無線工事や自治体光設備工事などで減少しました。また、ＩＴソリューション事業においてもソフトウェア開発

が減少し、売上高全体では59億6千5百万円（前年同期比8.6％減）となっております。

 利益面につきましては、当社グループとして生産性の向上とコスト削減施策を推進しましたが、営業損益は1億

5千6百万円の損失（前年同期3千1百万円の利益）、経常損益は1億2千8百万円の損失（前年同期5千4百万円の利

益）となり、親会社株主に帰属する四半期純損益は9千2百万円の損失（前年同期3千8百万円の利益）となってお

ります。

        （単位:百万円） 
 

項 目 当第２四半期 前 年 同 期 増 減 額 増 減 率

受 注 高 6,954 6,886 68 1.0％

売 上 高 5,965 6,528 △563 △8.6％

営 業 利 益 又
は 損 失 ( △ )

△156 31 △187 －％

経 常 利 益 又
は 損 失 ( △ )

△128 54 △183 －％

親会社株主に
帰属する四半
期純利益又は
損 失 ( △ )

△92 38 △131 －％

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債、純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ5億4千万円（5.3％）減少の97億2千9百万

円となりました。主な要因は、現金預金5億4千8百万円の増加と受取手形・完成工事未収入金11億2千1百万円の

減少であります。

 負債の部は、前連結会計年度末に比べ3億6千2百万円（8.1％）減少の40億9千9百万円となりました。主な要

因は、支払手形・工事未払金1億9千8百万円及び未払法人税等3千2百万円の減少であります。

 純資産の部は、前連結会計年度末に比べ1億7千7百万円（3.1％）減少の56億2千9百万円となりました。

② キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ5

億4千8百万円増加の28億5千6百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動による資金の増加は、6億6千5百万円（前第２四半期連結累計期間7億5千7百万円の増加）であり、そ

の主な要因は、売上債権の減少11億2千1百万円による資金の増加と税金等調整前四半期純損失1億2千9百万円及

び仕入債務の減少1億9千8百万円による資金の減少であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動による資金の減少は、3千8百万円（前第２四半期連結累計期間9千2百万円の減少）であり、その主な

要因は、投資有価証券の売却及び償還による収入7千万円による資金の増加と有形固定資産の取得1億3百万円に

よる資金の減少であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動による資金の減少は、7千7百万円（前第２四半期連結累計期間7千7百万円の減少）であり、その主な

要因は、配当金の支払6千8百万円による資金の減少であります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 2,327,489 2,876,204 

受取手形・完成工事未収入金 3,382,118 2,260,920 

未成工事支出金 55,710 128,551 

材料貯蔵品 113,322 124,421 

その他 110,837 132,239 

貸倒引当金 △14,324 △12,646 

流動資産合計 5,975,153 5,509,690 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 985,975 961,177 

土地 1,447,608 1,432,074 

その他（純額） 372,322 388,812 

有形固定資産合計 2,805,905 2,782,064 

無形固定資産    

ソフトウエア 10,387 8,319 

ソフトウエア仮勘定 5,149 6,401 

のれん 7,595 7,052 

その他 4,739 4,702 

無形固定資産合計 27,871 26,477 

投資その他の資産    

投資有価証券 687,291 627,108 

長期貸付金 2,357 2,124 

繰延税金資産 716,226 724,767 

その他 56,079 57,932 

貸倒引当金 △792 △792 

投資その他の資産合計 1,461,162 1,411,140 

固定資産合計 4,294,939 4,219,682 

資産合計 10,270,093 9,729,373 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 1,075,062 876,944 

未払法人税等 70,553 38,345 

賞与引当金 193,570 171,191 

完成工事補償引当金 9,456 9,004 

工事損失引当金 1,455 － 

その他 706,023 585,864 

流動負債合計 2,056,121 1,681,351 

固定負債    

役員退職慰労引当金 161,581 149,529 

退職給付に係る負債 2,195,480 2,240,990 

負ののれん 6,844 5,570 

その他 42,388 22,231 

固定負債合計 2,406,294 2,418,321 

負債合計 4,462,415 4,099,672 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 611,000 611,000 

資本剰余金 326,573 326,573 

利益剰余金 5,101,819 4,869,000 

自己株式 △90,051 △90,093 

株主資本合計 5,949,341 5,716,480 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 106,527 143,354 

退職給付に係る調整累計額 △248,191 △230,133 

その他の包括利益累計額合計 △141,663 △86,779 

純資産合計 5,807,677 5,629,700 

負債純資産合計 10,270,093 9,729,373 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

完成工事高 6,528,269 5,965,106 

完成工事原価 5,742,152 5,342,597 

完成工事総利益 786,117 622,508 

販売費及び一般管理費 755,075 779,075 

営業利益又は営業損失（△） 31,041 △156,566 

営業外収益    

受取利息 464 382 

受取配当金 8,483 8,546 

受取地代家賃 4,471 4,404 

持分法による投資利益 4,624 6,352 

その他 6,323 10,082 

営業外収益合計 24,368 29,769 

営業外費用    

その他 484 1,979 

営業外費用合計 484 1,979 

経常利益又は経常損失（△） 54,925 △128,776 

特別利益    

固定資産売却益 169 4,530 

投資有価証券売却益 － 34,532 

特別利益合計 169 39,062 

特別損失    

固定資産売却損 19 － 

固定資産除却損 0 491 

投資有価証券売却損 － 47 

投資有価証券評価損 － 39,227 

特別損失合計 19 39,766 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
55,074 △129,480 

法人税、住民税及び事業税 16,503 25,500 

法人税等調整額 241 △62,110 

法人税等合計 16,744 △36,610 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 38,330 △92,870 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
38,330 △92,870 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 38,330 △92,870 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 38,839 36,826 

退職給付に係る調整額 16,800 18,057 

その他の包括利益合計 55,640 54,883 

四半期包括利益 93,970 △37,986 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 93,970 △37,986 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
55,074 △129,480 

減価償却費 108,418 114,015 

のれん償却額 542 542 

負ののれん償却額 △1,273 △1,273 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,121 △1,677 

賞与引当金の増減額（△は減少） △41,322 △22,378 

その他の引当金の増減額（△は減少） 677 △452 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 64,452 71,492 

受取利息及び受取配当金 △8,948 △8,929 

持分法による投資損益（△は益） △4,624 △6,352 

有形固定資産売却損益（△は益） △149 4,530 

投資有価証券売却損益（△は益） － △34,484 

投資有価証券評価損益（△は益） － 39,227 

その他の損益（△は益） 70 563 

売上債権の増減額（△は増加） 1,274,494 1,121,198 

たな卸資産の増減額（△は増加） △80,839 △82,273 

仕入債務の増減額（△は減少） △581,942 △198,118 

その他の資産の増減額（△は増加） 16,773 △21,483 

その他の負債の増減額（△は減少） 29,294 △136,129 

小計 834,818 708,535 

利息及び配当金の受取額 10,425 10,430 

法人税等の支払額 △87,395 △53,795 

営業活動によるキャッシュ・フロー 757,848 665,170 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △92,170 △103,341 

有形固定資産の売却による収入 169 11,003 

無形固定資産の取得による支出 △3,470 △1,682 

投資有価証券の取得による支出 － △13,484 

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 70,322 

長期貸付金の回収による収入 150 232 

その他 2,449 △1,853 

投資活動によるキャッシュ・フロー △92,872 △38,802 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 － △41 

配当金の支払額 △68,312 △68,312 

その他 △9,182 △9,297 

財務活動によるキャッシュ・フロー △77,494 △77,652 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 587,481 548,714 

現金及び現金同等物の期首残高 1,659,001 2,307,489 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,246,483 2,856,204 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

 当社とコムシスホールディングス株式会社（以下、「ＣＨＤ」といいます。）は、2018年5月8日開催のそれぞれの

取締役会において、2018年10月1日を効力発生日として、ＣＨＤを株式交換完全親会社、当社を株式交換完全子会社

とする株式交換（以下、「本株式交換」といいます。）を行うことを決議し、2018年5月8日に同社と株式交換契約

（以下、「本株式交換契約」といいます。）を締結いたしました。 

 本株式交換は、当社については、2018年6月28日開催の当社の定時株主総会において本株式交換契約の承認を得て

おり、2018年10月１日を効力発生日として行われております。 

 また、本株式交換の効力発生日に先立ち、当社の株式は株式会社東京証券取引所（以下、「東京証券取引所」と

いいます。）において2018年9月26日付で上場廃止（最終売買日は2018年9月25日）となっております。 
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